
一般質問どうなった?

ここが聞きたい
A N P A C H I

一 般 質 問

 

「
地
方
分
権
」
か

ら
「
地
域
主
権
」

へ
と
変
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
が
必
要
不
可
欠
に

な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
の
責
任
で
自
主

的
・
主
体
的
に
実
施
し
て

い
く
た
め
に
必
要
な
支
援

を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

地
域
で
し
か
解
決
で
き

な
い
、
あ
る
い
は
地
域
で

取
り
組
ん
だ
方
が
良
い
方

向
に
進
む
と
思
わ
れ
る
課

題
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
す
か
。

 

「
地
域
主
権
改

革
」
等
の
推
進
に

よ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
役
割
が
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
皆
さ
ま
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
難
し

い
面
も
あ
り
、
そ
れ
な
り

の
経
費
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

仕
組
み
も
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
の
モ
デ
ル
地

区
の
設
定
も
必
要
と
思
い

ま
す
。

地
域
と
行
政
の
共
同
に

よ
る
知
恵
を
集
結
さ
せ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

回
答

 

安
八
町
中
央
公

民
館
は
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
、

考
え
行
動
す
る
町
民
総

意
の
も
と
に
設
置
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
近
は
当
町
の
財
政

状
況
の
悪
化
と
行
政
改

革
の
流
れ
に
よ
る
経
費

削
減
に
よ
り
、
中
央
公

民
館
は
貸
し
館
的
な
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
で
社
会

教
育
を
専
門
的
に
行
う

人
材
、
例
え
ば
社
会
教

育
主
事
は
在
籍
し
て
い

ま
す
か
。

 

全
国
的
に
公
民

館
は
、
自
治
体
の

財
政
状
況
の
悪
化
と
財
政

改
革
の
流
れ
か
ら
、
事
業

費
が
削
減
さ
れ
、
専
門
性

の
高
い
職
員
が
配
置
さ
れ

ず
、
本
来
公
民
館
に
求
め

ら
れ
て
い
る
機
能
が
薄
れ

て
き
て
い
ま
す
。

専
門
知
識
を
有
す
る
社

会
教
育
主
事
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
職
員
は
、
現

在
、
非
常
勤
の
社
会
教
育

主
事
１
人
で
す
。

今
後
は
、
公
民
館
職
員

の
資
質
・
能
力
の
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
す
。

ま
た
様
々
な
経
験
豊
富

な
方
々
の
募
集
も
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

回
答

質
問

Q U E S T I O N

質
問

Q U E S T I O N

回
答

A N S W E R

回
答

A N S W E R

積
極
的
な
公
民
館
活
動
を

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
の
推
進
を

公
民
館
職
員
の
資
質
向
上
に
努
力

し
ま
す

地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
、
考
え
ま
す

［
教
育
次
長
］

［
総
務
部
長
］

西
にしまつ

松　巖
いわお

公民館は多方面で活用されています（ジュニア文化サークル発表会）

162013.5.1 あんぱち議会だより　第53号




